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造業部門は年平均11.2%の成長率を達成 し,産業化の進展は顕著である [西 ･三平 1992:
26]｡ 農業部門の国内総生産に占める割合は85年には22.7%にまで減少し,一方製造業部門は





企業に雇用されている [水野 1992C:29-31]｡ そして就業者のうちの農村居住者割合は71年
の85.3%が85年には78.4%に,そして90年は73.3%に変化したにすぎない｡このように産業構
造は変化 し,労働力構成にも徐々に変化が生じているものの依然,労働力構成の農村居住的 ･













































Ⅰ イン ドネシアにおける小工業問題 と織布業の展開
(1)1950年からスカルノ政権終了までの小工業問題と織布業
独立し植民地宗主国資本の経済支配から脱却をめざすインドネシアでは,経済のインドネシ
























































































































66年 3月に実権を握 ったスハル ト政権は,65年に脱退 していた IMFに67年に復帰 してその
諸勧告を受け入れ,インドネシア債権国会議 (IGGI)参加諸国より1億5,800万 ドル余 りの援
助 を受けた｡同年には外国資本投下に関する1967年法律第 1号9)を施行 した｡また国内資本
投下に関する1968年法律第 6号 (以下,国内投資法とよぶ)10)は第24条で ｢本法に規定された
事柄に反する諸法律のあらゆる規程は失効する｣ としてスカルノ政権下の華人経済活動を規制
する多 くの規程を廃 して華人系インドネシア人の投資活動を保証 した011) この結果,外資特に
日系企業は60年代未より紡績業に多数参入,多 くの企業が紡織兼営方式をとり,12)国内投資法
に基づ く華人系企業は公的信用 も多 く得て急速に化繊や綿織物の織布部門に進出した｡
一方,スカルノ政権下の民族資本-小工業保護政策は全面的に見直され,66年には国営商

























































































del,重量が 1枚約 65g),中厚のふきん (lappiringsedeng, 1枚約 50g),薄手のふきん (lap
















































































表 1 調査機業者の事業開始年別,現在の機業者の父親の機業従事の有無 (上段)と,調査
機業者の両親ないし義理の両親からの織機の相続 ･贈与の有無 (下段)
1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 合計
父親が機業に従事した 5 4 4 13
父親は機業に従事せず 1 2 3 4 10
合計 1 7 7 8 23
両親ないし義理の両親からの相続あり 3 4 2 9











































薄物ふきん独立機業者 全独立機業者 薄物ふきん賃織 り業者
実数 割合 実数 割合 実数 割合
(1)所有織機台数 (台) 1.4 1.6 3.0
(2)稼働織機台数 (台 ) 1.3 1.2 1.0
I. 売上高 145,986 100 134,331 100 39,880 100
Ⅰ.製造原価(1)材料費 経糸費用 113,832 78.0 103,050 76.7 3,650 9.247719 327 4 927 32 0













































































































































































































































その他の費用 l 885 0.1 1 597 0.0 l 6,000 0.1
V.営業利益 98,026 15.7 156,677 7.5 786,546 15.7
ⅤⅠ. -日当たりの営業利益 3,268 5,223 26,218
(サンプル数) (5) (4) (1)
元入金 (開始運転資金) 173,344 570,254 3.346,004
出所 :筆者のフィールド調査
注 :1. 経営者とその家族従業者の給与は費用に算入していない｡









































職業投入労働時間の順別 (単位,世帯数 :戸,面積 :ha)
第1の職業 第2の職業 第3の職業 第4の職業 聖豪l職業別平均* 職業群男リ平均**所有地 ;経営地 所有地 軽骨地
埋草 4 0: 0 0.02 0_03
埋草 自作農業 3 0.05:0.09
準草 農業労働 3 0. 0
埋草 ベチャひき 1 0 0
筆墨 ベチャひき 農業労働 1 o; 0
準葦 小作農業 農業労働 1 0…0.18
埋草 農業労働 自作農業 1 0.08…0.08
民曹(W SⅠP) 1 -;o
自作農業 準墨 1 0.53:0.53 0.28 0.28
自作農業 準葦 農業労働 1 0.ll■ =1
自作農業 農業労働 1 0.32…0.32
養魚業自営 政府恩給 16 16
自小作農業 養魚業自営 1 0.54:0.73 0.64 0.89
自小作農業 養魚業自小作 村役人 1 1.52i2.40
自小作農業 農業労働 埋草 1 0.24萱0.30
農業労働 隣組長 屠殺業 2 1
小作農業 2 0:0.16 0 0.34
小作農業 農業労働 1 0:0.96
コーラン音読指導 1 1 0
小規模織物商業 3 0.00:0.08 0.02 0.02
小規模織物商業 自作農業 1 0.09;0.09
農業労働 1 oi o
中規模織物商業 1 0 0 0.24 0.27
中 .大規模織物商業 自作農業 3 0.28:0.28
自小作農業 0.34:0.48
農業労働 自作農業 3 0.13:0.08 0.05.0.10
農業労働 小作農業 2 0.05!0.34
農業労働 2 0 0
農業労働 経糸管巻家内労働 米粉曳家内労働 1 o呈 o
家事労働 縫糸管巻家内労働 1 0. 0
ベチャひき 準茎 農業労働 2 O呈 o 0.03 0.03
ベチャひき 準茎 農業労働 織布賃金労働 1 0 0
ベチャひき 農業労働 自作農業 1 0.14:0.14
バソ屋*** 農業労働 1 項
雑貨屋経営 自作農業 1 0.72;0.32 0.25 0.17
稚魚仲買 自作農業 1 0.32…0.32
バソラーメン屋 農業労働 1 0- 0




第 1の職業 第2の職業 第3の職業 第4の職業 聖豪職業別平均* 職業群男u平均**所有地;経営地 所有地 経営地
日系搬練企業労働 糸商業 1 0 0 0.04 0.04
織布企業労働 自作農業 1 0.ll:0.ll
地方議会職員 1 0 0
バンドウン市守衛 タイル会社夜警 1 0 0
ガソリンスタンド従業月養魚 自営 自作農業 0.08:0.08
金融協同組合経営 縫製業経営 1 6.69 0
民誓 農業労働 建設労働 ガーゼ包装家内労働 1 0 0
祈藤師 縫製家内労働 1 0:0.ll
村役人 退役軍人 1 0 0
経糸管巻き家内労働 1 0.06 0
縫製家内労働 1 00
## 4 0 0











































































































































































てお く必要がある028)村民に開かれた営業 ･就業の機会 を得 るために必要な元入金は,職業
間 ･事業規模間で大 きな相違があ り,この相違には農村内の諸階層問の経済的地位の差が強 く
反映 している｡
一方,農村内申 ･下層の職種間には元入金額に甚だしい差がなく,ある程度の連続性が認め
られるoそして,機業者や織布賃労働が固走性 をもった参入 ･離脱の困難な職人階層 を形成 し
ているわけではな く, また家業概念が明確ではないため,29)農村の諸階層間の経済的地位の差





まず,機業者の自営開始時期 と婚姻年の関係 を見る｡ 詳細な機業経営データの得 られた23世帯
のうち,機業が婚姻後 3年以内に開始 された世帯は12世帯,機業が婚姻前 3年以内に開始され
表5 調査機業主の機業開始以前の職業,調査樵業者事業開始年別 (複数回答者あり)
1950年代 _1960年代 1970年代 1980年代 合計
1. 調査村ないし周辺の他人の事業者の元で手織織機業賃労働 1 2 4 4 ll
2. 調査集落内の父親の経営する機業の元で,織布家族労働 0 4 1 2 7
3. バンドウン市で織布工場賃労働 1 1 0 4 6


















































(》独立 ②下請け ③工場原糸 (彰工場原糸バ (勤下請け ⑥商人工場
自営横業 工場 まとめ買い ラ買い低級品 工場 兼営
I. 売上高 145,986 771,(X氾 2,998,333 2,355,833 2,800,00 4,69,167
Ⅲ. 製造費 113,832 648,10 2,700,165 3,059,965 2,538,50 2.860,370
(1)材料費 105,441 0 2,041,265 2,401,065 2,026,667 2,055,400
原糸費 1(泊,850 0 1,888,950 2,248,750 2,026,667 1,888,950
染料,糊,その他の材料費 4,591 0 152,315 152,315 0 166,450
(2)労務費 3,168 472,9α) 477,900 477,9α) 389,333 492,90
織布賃労働労賃 3,168 436,㈱ 436,9∝) 436,900 336,000 436,9∝)
漂白,整経等労賃 0 36,00 41,(X氾 41,0(刀 53,334 56,(価
(3)## 5,223 175,20 181,(X氾 181,(X氾 122,50 312,070
下請け工賃 .委託費 2,072 152,00 152,㈱ 152,OW I(泊,(X氾 283,070
原材料買い出し交通費 1,494 1,200 3,(X氾 3,000 2,500 3,000
梓併却費 40 10,00 10.000 10,000 20,000 10,00
薪費その他の費用 1,257 12,0(氾 16,00 16,αX) 0 16,㈱
班.売上稔利益 32,154 122,9α) 298,168 -704,132 261,500 1,208,796
Ⅳ.販売費その他の費用 0 5,000 54,972 5,00 145,0∝) 307,756
V.営業利益 32,154 117,90 243,196 -709,132 116,5(氾 901,040
1. 稔工程日数 (日) 45.5 35 35 35 36 45
2. -日当たりの営業利益 707 3,369 6,948 -20,261 3,236 20,023
3. 稼働織横台数 (台) 1.3 20 20 20 20 20
4. 賃織り労働音数 (人) - 20 20 20 20 20
5. 管巻き柵巻き労働者致 (人) - 15 15 15 10 15
6. 整経その他の賃金労働者 (人) - 2 2 2 3 6
7. 賃織り労働者月間賞金 - 19,125 19,125 19,125 16,8CK) 19,125
8. 管巻き柳巻き労働者月間賃金 - 8,871 8,871 8,871 10,(X氾 8,871
9. 独立織布業者月間売上稔利益 19,796 - - - - -
(Ⅰ) 固定資産 57,0(氾 1,050,00 1,225,00 1,225,(X氾 1,050,㈱ 1,400,000
織機 (並経器,補助券を含む) 12,0(氾 350,(X氾 350,000 350.000 350,0∝) 350.000
工場建物 .土地 45,0(氾 7(刀,(X氾 875,(X氾 875,(X氾 7(泊,000 1,050.00
(Ⅱ) 開始運転資本 65,743 324,050 1,477,812 1,543,775 1,610,583 2,958,668
原糸 .その他の材料 61,547 0 1,148,362 1,214,325 1,354,66612,055,400
労賃 .下請け工賃前払い 2,620 312,450 312,450 314,950 244,667 775,970
販売費.軽費前払い 1,576 ll,600 14,50 14,50 ll,250 127,298
(Hl) 元入金 (固定資産十開始運転資本) 122,743 1,374,050 2,702,812 2,768,775 2,660,583 4,358,668



















































本 ･営業利益比率を検討してみる｡ この場合,④以外の②,③のケースでは,その比率は中 ･
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